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東日本大震災の発生から、2020 年 3 月で 8 年が経過している。多くの被災
自治体では応急 ･復旧期を過ぎ、復興期へと段階が進んでいる。しかしなが
ら、このような状況は今後数年で大きな変化を迎えようとしている。国の復興
政策を司る復興庁は設置当初、発災 10 年後である 2021 年に廃止が決まってい
た（1）。それに伴って、復興庁の予算のうち、被災者支援、特に心のケア・地域



















































震災前 2010 年の人口は、42,903 人であったが、震災後 2015 年の人口は
39,503 人と減少傾向にある（国勢調査　2015）。
東松島市における東日本大震災の被害状況は、2019 年 3 月時点で死者数
1,109 人（関連死を含む）、行方不明者 24 人であった。家屋被害は半壊以上が
11,077 棟（全世帯の約 73％）で、一部損壊を含めると、14,581 棟（全世帯の
約 97%）が被害を受け、市街地の 65％が浸水した（東松島市　2019）。

















このあおい地区では、2011 年 11 月より「NPO 法人　都市住宅とまちづく
り研究会」が東松島市から委託を受け、整備協議会設立の準備を開始し、2012
年 11 月に「東矢本駅北まちづくり整備協議会」が設置された。この協議会
は、2014 年 5 月にまちの名称が「あおい」に決定したことに伴って、名称が
「あおい地区まちづくり整備協議会」に変更された。
あおい地区では 2014 年 11 月から災害公営住宅入居が始まり、2016 年 7 月
には、地区内の宅地引渡し・災害公営住宅の鍵引渡しがすべて完了し、これを












































































































11 月 22,23 日の 2 日間で各戸を訪問
して回収した。その結果、入居世帯
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（1）しかしながら、2019 年 12 月に当初の計画から更に 10 年延長し設置年限を 2031 年
までとする「復興の基本方針」が閣議決定した（復興庁　2019）。
































宮城県、2020、「復興まちづくり事業の概要」、宮城県ホームページ、（2020 年 7 月 31 日
取得、https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukumachi/）。













Current situation and Problems of Reconstruction 
Town Development: A Case of Aoi District, 
Higashimatsushima City, Miyagi Prefecture
Tadashi ISOZAKI
In this paper, I clarify the current situation and problems of reconstruction 
town development in Aoi District. After that, I considered the role that the 
new neighborhood community association achieved in the reconstruction town 
development. This new neighborhood community association provided an aid to 
the elderly persons and hosted social events. These activities were generally 
accepted by the residents. The first role of the association is to be a model case 
of the community care system in Higashimatsushima City. The second role of the 
association is to host a new event, which is different from the events hosted by 
existing associations. The Final role is to host an event where various generations 
can participate and promotes social interaction. In the future, the association will 
play a role in the town development of "social inclusion".
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